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　Qtaantitativc　analysis 　of 　anthraquinones 　in　Chinese　crude 　drug　Juenm 孟ngzi
，
　which 　is　the　seed

of 　Cassia　obtunJblia 　L ．　or 　C。　tora　L ．（Leguminosae ），
　and 　also 　ill　similar 　crude 　drugs

，
　which 　are 　the

seeds
　of 　C．　terosa　GAv．，　C．　occidentalis 　L ．　and 　C，　nomame 　HoNDA ，　was 　carrlcd 　Qu し

，
　and 　the　following

「esu 艮ts　 were 　obtained ．

　1）　In　practislng　quantitative　 aIlalysis 　 of 　anthraquinones 　in　Juenmillgzi，
　 the　drug　 sample

to　be　analysed 　should 　be　such 　as　obtained 　at　least　olle 　year　after 　the 　harvest　of 　the 　seeds ，　and

the　powdercd 　drug　should 　be　used 　within 　three　months 誼 er 　pulverizatlQn ．　 This　also 　applies

Lo　the　analysis 　of 　other 　crude 　drugs　similar 　to　Juenlningzi．

　2）　The 　amounts 　of 　total　anthraquinoncs 　ill　the　seeds 　of （フ．　o伽 5の如 L
，
　C．　tひra 　L．

，
σ．　torasa

CAv ．　and （∴ occidentati5 　L．　 were 　about 　1he　same 伽 ．，0．85−．L25％〕，　but　the　amount 　thereof 　in
C．nomame

　HoNDA 　was 　considerably 　less　than 　those　in 〔｝thers （about 　O．45　e／，）．
3） A ・ th・aq ・1・・n ・・ we ・ e 　d・ t・ ct ・d　in　all　p ・・t・ （・・邸 t・ m

，
　leaf

，
・1・g・ m ・ ・ nd ・ eed ）・f　th… lgi・ ・1

plants　of 　Cα∬ ia　seeds 　tested．　However ，　the　quantity　was 　in　the 貴）llowing　order ： （root ＞ stem ＞
leaf）．

　生薬決 明子 の allthraquione 含量 に つ い て は 先に 報告
2・4）した よ うに 1

，
S−dihydroxyanthraquinone に 換 算 して 1．0

〜1．3％ 含 まれ る こ とを 明 らか に した が，今回は さらに 決明
．
子中 anthraquinone の 安定性 に つ い て検討した．

　
一

方，生薬決明 子 の 類似生薬 と して Cassia　 t・ r・．sa　CAV ，　C．　oc・identatis　L の 種予は 生薬望江南，　 C．　n・mame 　HONDA

の 種子は 生薬山扁豆 と称 し 用 い ら れ て お り，
C．　t・r・・va に つ い て は ，高橋，滝戸 ら

5）
に よ り anLhraquinone お よび

anthracene 誘導体の 報告が，　 C．　occidentalis に つ い て は ，　 Tiwari，　Kudav，　Lal ら
6＞

に よ り，　 anthraquinone 類 に

関す る 報告 が，また C・norrtame に つ い て は Endo7 〕
に よ り種子成分 の 報告がなされ て い る が，こ れ ら類似生薬中 の

anthraquinone 含量 に つ い て は 何 ら知 られ て い ない こ とか ら，こ こ に お い て は，こ れ ら類似生薬 の anthraqulnone 量

に つ い て の 定量 を 行な っ た．また 同時に 各生薬 の 原植 物植 物体の ．各部 位 （根，茎，葉，莢）に おけ る anthraquinone

D 第 3 報 ： 腰岡政二 ， 堀 田典子 ， 石井康子 ， 縄野吉雄 ， 生薬，
32 ，173 （1978 ）．

2）その 2 ： 腰岡政二 ，堀 田典子，石井康子，滝野吉雄，生薬，32，168（1978）．
3）　Location： 2一ゐ　oshika −1−Chome，

　Shizuoka−shi
，
　Shizuoka　422，ノaPan ．

4）M ．　Koshioka 　 and 　Y ．　Takino ，　Chem．　Pharm．　Butl．（TokJ，o），
　26

，
　1343 （1978）．

5） a ＞S．Takahashi，　M ．　Takido ，　U ．　Sankawa 　 and 　S．　Shibata，　P妙 oσん跚 ゴ5妙 ，
15

，
1295 （1976）； b）Idem

，　 ibid、
，

　 16，999（1977）； c ）M ．Takido，　S．　Takahashi，　K ．　Masuda 　and 　K ．　Yasukawa ，　Llo“dia，　40， 191 （1977）．

6＞ a）R ．D ．　Tiwari　 and 　J．　Singh，　Planta　Media，32，375 （1977）； b）N ．A ．　Kudav 　and 　A ．B．　Kulkarni ，
　lndian

　 ．）「，Chem．，12，10翌 〔夏974＞； c ＞J．1．al　and 　P ．C．　Gupta ，
　Exi）erientia

，
29

，
141 （1973）；ibid．， 30 ｝

850 （1974）．

7）　S．Endo ，
　Teipo　Gakugei−dai　1（夢o

，
19

，
　l　l6 （1968）・

（72 ）
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量 も あわ せ て 定量 し た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　の　部

　実験材料

　 1． 決明子

　Cassia θ伽 ∫  勲 L を 基原植物とする 4， の 4 種 ： 朝鮮産 （大 阪市場 品，1973年 入 手）， 中国産 （大阪市場 品，1976

年入 手）， 日本産 （静岡薬科大学栽培品 ， 1976年採種），目本産 （大阪大学栽培品，1972年，1973年，1974年，1976年

採種）．

　C・to「aL ，を基原植物 とす る もの 3種 ； ベ トナ ム 産 （大阪市場品，1973年入 手），台湾産 （静岡 薬科大学栽培品，

1976年採種），台湾産 （大阪大学標本，1972年採種）．

　 2， 望江南

　C・torosa　CAV ．を基原植物 とす る もの 3 種 ： 1．1本産 （静岡薬科大学栽培品，1976年採種）， 日本産 （京都薬科大 学 栽

培品，1977年採 種 ），日本 産 （大 阪 大学 栽培 品，1973年採種）．

　C・occident α lis　L・を基原植物 とす る もの 1種 ： 1／tl本産 （和歌山 県 で 採種，1977年）．

　 3， 山扁豆

　C・nomame 　HONDA を基原植物 とす る もの 3 種 ： 日本産 （大阪大学栽培品 ， 1973年採種），日本産 （森野薬草園栽培

品，1973年採種），凵本産 （静岡薬科大学栽培品，1976年採種）．

　こ れ ら実験材料 は ，採種あ る い は 入 手後 4ぴC 以 下で 乾燥 し た 後，handy 　mil ］を 用 い て，日木薬局方32号篩を 通過

す る粉末と し，
シ リカ ゲ ル デ シ ケ ータ ー中 で恒量 とな っ たもの を用い た．
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　 Fig．　L　Ch ・・g・ ・f　A ・ ・h・・q ・i・・ n ・ G ・・ t・… i・ ・h ・ Seed 』f　C ・∬ ia ・伽 吻 ・ L ・

　　　　　with 　Various　 Grade 　of 　Maturity　 and 　Ageing　 、．ご

　　　口，貸ee 　non ・rhein −1ike　anthraquinones ；　○，
　free　rhein

−1ike　anthraquinones ；

　　　匿，bound 　 non −rhcin −like　anthraquinones ； ●，　bound 　 rhein −like　 anthraquinones ；

　　　  ，t・ tal　anthraquinones ・

TA 肌 E　I，　Change 　uf 　Anthraquinone 　Gontents　in　 thc 　Secds　of 　Cassia　obtustlbtia 　L 　 with

　　　　 Time 　 of 　Storage （Agc ）

Age （year ） FRa ）
（％）　　 FNRa ）

（％） BRa ）・
（％）　　 BNRa ）

（％）　　 Total（％） C．V ．（％）

1　year
’
Qld

2　ycar
’
old

3year ’
old

5vear ’
o 頁d
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．OlO

．OlO

，02

0．020

，010

．010

，01

0，51e

．
1530

．510

．53

0．560

．571

．560

．57

LlO1

，121

．09Ll2

2．570

．69i

，301

，74

a ） FR
，
　Free　Rhein・like　anthraquinone5 ；FNR

丿
b
’
ree 　Nqn −Rhein −1ike　 anthra 　 quinones； BR，　Bound　Rhein−like

　 anthraquinones ｝ BNR
，　Bound 　Non−Rhcin−1ike　anthraquinones ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔73 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

実験材料の保存

1． 種子 お よ び 全草 に つ い て は 紙袋に 入 れ デ シ ケ ータ ー
中に て 暗所 で 保存 した ，

2．　粉末試料に つ い て は，粉末後， 密閉容器に 入 れ，デ シ ケ
ー

タ
ー

中に て 暗所 で 保存 した ．

実験方法

定量方法 は 第 2 報
2）

の 方法に 準 じて 行な っ た．

結 果 と 考 察

　種子成熟度お よび保存度による amthraquinone 含量の 変化 に つ い て

　決明子 に 限 らず種子類生薬 の 品質評価 に お い て は ，そ の 種子の 成熟度 お よび 保存度 に よ る薬効関連成分 の 変動を知

る こ とが 必要 で あ る ，筆者らは すで に 第 1報 4）
に お い て ，決明子種子の anthraquinone 量が 成熟度 に よ り変化す る

こ とを報告 し た が，木報 では 種子完熟後の anthraquinonc 量 お よび保存度に よる anthraquinone 量 の 変化に つ い て

も調べ た．Fig・i・に 示 す よ うに 結合型 non −rhein 様 anthraquinone 含量 は 種子形成後 10 ヵ 月目 まで 増加 し （0．24

％〜0．56％）そ の 後
一一」

定 （約0，56％） とな っ た．しか しなが ら，結合型 rhein 様 anthraquinone 含量に 関しては 種

子の 成長に は か か わらず．種子形成後か らほ とん ど
一

定 （約0．52％）の 値 を示 した．遊離型 non −rhein 様 anthraqui ・

none 含 量 は 種 子 形 成 直後は 多 く （0．12％） 種 子成 長 に 伴い 次第 に 減少 し 6 週 目に は ほ とん どな くな る． こ の よ うな

状態が 2 カ 月 目 ま で 続 ぎ， そ の 後再び 増加 し，12 ヵ 月目以 後 は ，ほぼ一定 の 値 （0．02％） とな っ た ．遊離型 Rhein

様 anthraquinone に つ い て も ほ ぼ non −rhein 様 anthraquinone と 同 じ ょ うな 変 動 を し，種 子 形 成 直 後 は0．02％ で あ

っ た も の が最終的に は 0．OI％ で
一

定 と な っ た ． 以上 の こ とか ら， 種子完熟後 も 1年目 まで は 遊 離 型， 結 合 型

anthraquinone が ともに 増加す る とい うこ とが明らか で ある． また そ の 増加 の ほ と ん ど は 結 合 型 non −rhein 様

anthraquinone に よ る もの であ っ た．

　種子保存度に よる anthraquinone 含量 の 変化に つ い て は TAIILE　I に 示す よ うに 種子採取後 5 年を経過 して もそ の

含量 に 変化は 生 じな い こ とが 明 らか とな っ た，

　以上 の こ とか ら，種子採取後 1年経過すれば anthraquinone 含量 は一定と な る こ とが 明 らか で あ り，生薬決明予

の 品質評価に あた っ て は ，種子完熟後少な くと も 1年以上 経過 し て い る もの を 使用す る の が 妥当 で あ る と考 え る．

　決明子 粉末後の anthtaqUinone 含量の 変動 に つ い て

　生薬 の 品質評価を 行な うに は，生薬調製後の 成分変動を知る こ とが 必要で あ る と考え木実験を 行 な っ た，Fig・2 に

示 す よ うに 結 合 型 an しhraquinone に 関 して は 粉末調製後3 ヵ 月 目まで は そ の anthraquinone 含量 は rhein 様 non ・

rhein 様 と もに 変化 は なか っ た．（rhein 様約 0．56％ ，
mn ・rhein 様約 0・50％）が ，そ の 後時間 と と もに 急激に 減少 した．

また遊離型 anthraquinone に 関 し て も同様で 粉末調製後5 ヵ 月 目 ま で は 安定で あ る が （rhein 様約 0・02％ ，
　 non −rhein

1．1 ・，

t．00

ボ9

60
§）
ゼ
2
⊆

8O

。40

．02

日 覧

　 　 　 　 　 　 　 　 0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　0　　　　　3　　　　　6　　　　　9　　　　　12month
　　　　　　　　　　 Time　after　the　putverization　of　Cass 「a　Seed

　 Fig ．2．　Change 　 of 　Anthraquinone 　CQntents　in　the　Powdered　Seed　 of

　　　　 Cassia　obtUStfotia 　L ．　with 　Time

口
，
free　non −rhein4ike 　an しhraquinones；　○，　free　rhein

−like　anthraquinones ；

■，bound 　non −rhein −like　a 皿 thraquinones ； ●，　bound　rhein −like　anthraquinones ；

◎，total　anthraquinenes ・

（74 ）
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様約 O．Ol％），その 後時間と ともに 減少した．

　以上 の こ と よ り anthraquin 。 ne 含量 に 関 して は 粉末後 3 ヵ 月以 内 で は一定で ある こ とか ら ， 品質評価の 上 で 品質

が一・定 で ある と考え られ る 粉末調製後3 ヵ 月以内の もの を使用すべ き で あ る と考え る．また 結合型 anthraquinone

の 減少に 伴い 遊離型 anthraquinone の 減少 も観察 され る こ とか ら，　 anthTaquinone 含量 の 減少は anthraquin ・ ne 自

休の 変化に よ る減少である と考え られ る．

　類似生 薬 に お け る anthraquinone 含量

　類似生薬 とし て 用い られ る望江南，山扁豆 に つ い て anthraquinone 含量 を求め 決明子 との 比 較を試 み た．な お実

験材料と して は，先 に 述べ た よ うに ，採種 また は 入 手後 1年以 上 を経過 した もの を 使用 し，粉末 と して B ヵ 月以 内の

もの を 用 い た．TA 肌 E　II に 示 す よ うに Cassia　obtusijotia 　L ．　C・tora　L ・，　 C・torosa　GAV ・の 種子に お い て は ，遊離型

anthraquinone ，結合型 anthraquinone 共に認め られ た が ，
　 C ・occidentali ．s　L ・，　C・nomame 　HoNDA の 種子に お い て は遊

離型 anthraquinone の 存在は ほ と ん ど認め られ な か っ た．

TABLE 　 IL　 Contents　 of 　Anthraquinones　in　 Cassia　 Seeds

Original　Piants

C．obtusi ノ
’
olia 　　L 　 A

　 　 　 　 　 　 　 　 B

　 　 　 　 　 　 　 　 C

c．tora　L，

C，torosa　 CAV ．

C，occidentali5 　 L ，

ABGABG

C．no 朋 ame 　HONDA 　 A

　 　 　 　 　 　 　 　 B

　 　 　 　 　 　 　 　 G

FRa ，

（％ ）　FNRa ）

〔％ ）　BRa ）

（％ ）　BNRa 〕

（％）　Total （％）　G ．V ．（％）　Rb ）

／Total

0．OlO

．010

．01tracetracetracetracetracetracetracetracetracctrace

0，020

．OlO

．020

．OlO

．020

．02O

．　OlO

．OlO

，01tracetracetracetrace

0．530

，510

，49O

，47

 ．430

，450

，380

．380

．420

．380

．300

．290

．29

0，690

．570

．57O

．620

、630

．62O

．600

．650
．630

，470

，150

．160

．17

1．251

．101

．09LOgLO8LO90

．991

．041

．　060

．850

．450

．450

．46

3．221

，742

．732

．371

．412

．072

．471

，591

，634

．314

．190

．872

．13

0．430

．470

，460

．430

．400

．410

．380

，370

．400

．450

．670

．640

，63

a ） See　 TABLE 　 I．
b） Free　 and 　Bound 　Rhe 孟n −Hke　 aIlthraquinones ．　 The 　quantitat且ve 　analysis 　of 　the　powdered 　 seed 　 was 　 repeated

　 frorn　 lbur　to　 six　times ．

TABLE 　 III．　 Contents　 of 　Anthraquinones 　in　Original　Plants　 of 　Ca．fsia　Seeds

Parts Original　plants

Root

Stem

Leaf

Legume

FRa ）
（％） FNRa ）

（％）　　 BRa ）
〔％）　　 BNRa ）

（％）　　 Total （％）

C．obtUStfolia 　 L ．

C，torosa　CAV ．

C．nomame 　HONDA

c．oわ魏 ∫の♂毎 L ．

C．torρ．sa　CAV．
C．no 観 arne 　 HONDA

c．o伽 ∫の伽 L．

C ，〃π o．va 　CAV ．

C，nomame 　HON1 ）A

c，obiUStfoiia 　 I・．

C．torO5a　CAV ．
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　望江南の 一つ と され て い る （ho 螂 α dAV．の 種子に お い て は，　 anthraquinone 量 は 決明子 と ほ ぼ同量程度 （平均

1．03％） で あ り， 類似生薬 と して の 応用 性は 十分認 め られ るが ， 他方 C．occidentalis 　L の 種子に お い て は 0．85％ と

若干 決明 子 よ りも低 い 値 で あ っ た ．

　山扁豆 で あ る C．nomame 　HoNDA の 種子に お い て は総 anthraquinonc 量が 0・45　9／．と決 明 子 に くら べ て か な り低 く・

ま た rhein 様 anthraquinone の 含有比率が他の 生薬 に 比べ て か な り高い 値であ っ た．

　植物体各部位 に おける amtl ・raquinone 含量 に つ い て （TABLE 　III）

　Cassia　tt植物の 多くは そ の 種子が生薬 とし て使用 され て い るが，セ ソ ナ の よ うに 小葉あ るい は 種子を 含 ん だ莢が使

用 され る もの もあ る こ とか ら，植物体中に お け る anthraquinone の 分布 に つ い て 考察 した．な お実験材料 は 本学 で

栽培 した 3種 （C，o伽 5麹磁 L ．
，
　C，　toro．sa 　CAV ．

，
　C ．　nomame 　HONDA ）に っ い て 行 な っ た ．た だ し，決明子，望江南 に お

い て は 種子 の 完熟した 時点 で は ほ とん どが落葉の 状態 に あ る の で，開花時 に 採集 した葉を用い た・TABLE 　
IIIに 示 す

よ うに 共試 した 植物 の すべ て の 部位 （根 ， 茎，葉，莢）に お い て anthraquinDne 類の 存在 が認 め られた ．

　そ の 含量 に つ い て は，種 の 違 い に もか か わらず ， 種子 ， 莢を除けば，根 に
一

番多 く， 次い で 茎 葉の 順に 減少する

こ とが 認め られ た が C ．・bt… f・ti・　L ．に つ い て は 0．63〜0．51c／，，・C・　 t・r・ ・a 　 CAv ・に つ し・て は O・72−−O・30％・C・n°mame

HoNDA に つ い て は，　 O．57〜  ．23％ と部位に よ り変異の あ る こ とが 明らか と な っ た．さ らに C・nonzame 　
HoNDA に お

い て は 根 ， 茎中 の anthraquinone は 種子 中 よ り も多量 に 含まれ る こ とが明 らか とな っ た，

　以上 の こ とか ら ， 生薬決明子の 使用 に あた っ て は，採 種後少な くとも 1 年以上 経過した もの で ，か つ 粉末後 3 ヵ 月

以内の もの を用い るの が妥当と考え られ る，また 望江南 の 類似生薬と して の 妥当性が認め られ ， さらに こ れ ら生薬 の

原 植 物 の 植 物体各部位 に お い て も anthraquinone 類の 存在 が 認め られ た こ とは ， 今後生薬 として の 使用部位を検討

して い く うえで興味ある もの と考え る，
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